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争論　「班」と「個配」を考える

個人のくらし対応から
地域に目線を広げて考える

吉中 由紀
生活協同組合パルシステム神奈川ゆめコープ理事長

班から個配へ

【中川】パルシステム神奈川ゆめコープの
場合は、個配という形で個々に生協に参加
するところからすべてが始まるので、「班」
というかたちがないと考えていいのですか。

【吉中】いえ、私はもともと「班」で出発
しましたし、今でもどちらに所属してもか
まいません。班は、総組合員数約 28 万人
のうち 5％ぐらいになります。
　班は、班長さんの家に荷物が届いて、そ
れぞれの友だちが取りに来るというかたち
です。そこで友だちと話をしたいという人
もいるので、２人の班もＯＫにしています。
２人の班は、荷物を受け取る小さな班とい
う意味で「フレンドパル」と名付けていて、
３人からは「班」です。
　２人班と３人班で呼び方を変えているの
は、個配手数料が違うからです。個配手数
料は、普通は 200 円ですが、３人以上の班
は無料で、２人班の「フレンドパル」は半
額です。お得ということもあるし、お友だ
ちと仲良くやりたいというので「フレンド
パル」を選ぶ方もあります。

【中川】パルシステム神奈川ゆめコープが
立ち上がる段階から、個配が多かったので
すか。

【吉中】2000 年４月にけんぽく生協と川崎
市にあった生協ゆいが合併して「パルシス
テム神奈川ゆめコープ」が誕生しました。
これら二つの生協は、班を中心とした地域
生協でした。個配事業は、けんぽく生協が
1994 年から、1996 年から生協ゆいがそれ
ぞれ開始しています。どちらも個配事業は、
全国に先駆けて早い時期にスタートしたこ
とになります。
　2000 年の頃から私どもが加盟する首都
圏コープ事業連合会（現パルシステム事業
連合会の前身）に事業を集中し、事業シス
テムを確立するためのひとつの手法として
更に進化していったと思います。その背景
には働く女性が増え、班というかたちが煩
わしいという組合員のニーズもありました
が、生協の都合でそうなったという面もあ
りますね。
　全国の生協に先駆けて個配事業をはじめ
たこともあって 90 年代のバブル崩壊後の
時期でも成長することができました。

個人対応　くらし課題解決

【中川】個配は配送システム上の荷受けの
形態であり、班は機関運営など基礎的な組
織という性格があります。個配の広がりは、
組合員活動の基礎として班への参加にどう
影響しましたか。

聞き手：中川順子（元立命館大学教授）
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【吉中】当初は班が 100％でしたので、配
達のときにいろいろなことをお伝えする
と、その場で一気に５～６人に伝わるとい
うのがメリットでした。
　班会もあって、年に１回ぐらいは配達担
当者もそこに出向いて、生協の活動を伝え
たり、組合員の要望を聞いたりしていまし
たが、94 年以降は加速度的に個配が増え
ていきましたので、班は崩壊して、生協と
１対１の関係でお知らせするようになりま
した。
　合併当時の組合員数は約６万人でした
が、それ以降に加入した方は、ほぼ 100％
近くが個配です。個配の組合員さんが、
2000 年以降、急激に増えました。　個配
の組合員が増える中、97 年頃に個配研究
会を設置しました。みんなが勝手バラバラ
にやるのではなくて、「個人対応　くらし
課題解決」というようなキャッチフレーズ
を打ち立てて、「生活が多様化しているの
で、個々それぞれの課題に生協と個人が一
緒に取り組んでいきましょう」という考え
方を持ち、生協に個人として結集するよう
なスタイルをめざしてきたという感じで
す。

【中川】「個人対応　くらし課題解決」とい
うのは非常にすてきなキャッチフレーズだ
と思います。ただ、現実として、組合員さ
ん個人のさまざまな課題に生協サイドが対
応するのはかなり難しいのではないか。そ
の具体的なやり方、進め方はどうなってい
ますか。

【吉中】試行錯誤はしてきましたが、小さ
なかたちで地域の仲間が集って、クラブ活
動みたいなものをしています。それは仲間
が３人集まればできるので、そういうもの
をたくさん増やして、班に代わる仲間づく

りをやりましょうということです。荷物を
受け取るのは一緒じゃないけど、くらしの
問題を一緒に考えたり、集っていきましょ
うという場を別のところでつくっているわ
けです。

【中川】荷受けや配送のしくみのところと
は別に、仲間づくりを別個につくるわけで
すね。「地区くらぶ」などがそれですね。
いろいろな活動グループがあるようです
が、それは「個人対応　課題解決」という
テーマに沿った仲間づくりという展開にな
るのですか。

【吉中】理論的に整理はされていませんが、
個々の「課題」という捉え方で、平和、環境、
食育など、さまざまな切り口で興味のある
人が集まったりします。とりあえずみんな
で集まっていることだけでも、人と人との
交流で問題解決になる場合があるので、そ
ういう「課題」に縛られない集まりなど、
いろいろつくりました。「地区くらぶ」は、
ときには食育、ときには環境…というふう
に年間を通じていろいろなことをやってい
ます。たとえば子育ての悩みなどで集まっ
て、お互いに情報交換をしたり、学習会を
組んだりしています。

【中川】そういうクラブは、どのようにし
て誕生したのですか。あまり自然発生的に
はできないと思いますが。

【吉中】配送センターごとに「エリア経営
会議」があって、その議長さんや副議長さ
ん（センター長）などいろいろな役割を持っ
た人がいて、そこで企画をして、集まって
きた人に声かけをしながら、やっています。　
パルシステム神奈川ゆめコープの前身の時
代から、「組合員が事業にしっかり参画し
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ていきましょう」という気風があったよう
で、「エリア経営会議」というのは、「活動
は活動、事業は事業」ではなくて、事業と
活動が一体的に成長していくことが組織の
成長につながるという考え方です。それで、
組合員だけでなく、センター長にも出席し
てもらって、センターごとの経営状況の報
告を受けて、自分たちも経営に関与してい
くのだという意味がありました。　でも、
いまは組合員活動が事業に関与できている
かといえば、一緒におすすめ活動をしたり、
仲間づくりに向けて意見交換をするといっ
た範囲になっています。

多様な形からの参加

【中川】「エリア経営会議」などに参画する
組合員さんは、班や地域ブロックなどを経
ないで、みずから立候補するのですか。募
集するのですか。

【吉中】募集することもあります。企画で
声かけをしないで、エリアごとにチラシを
まいて、募集するときもあります。それ以
外にも、交流や商品活動の分野でいろいろ
な活動体があって、そのメンバーを募集す
るときはチラシやネット上で募集します。　
そういう呼びかけは毎週、週刊で出してい
ます。28 万人の組合員がいますが、商品
を購入するだけの方がほとんどです。そう
いう方に導入の段階から興味を持ってもら
うようなかたちにしています。一度来てく
ださると、実感して「また来ようかな」と
なる方がけっこう多いのですが、そこまで
がなかなかです。仲間や人間関係といった
つながりから来てくださる方もあります。

【中川】活動のひとつ、「ゆめカレッジ」で

は、講師も、参加する方も組合員さんです
ね。そういう講師の人材などはどうやって
確保しているのですか。

【吉中】非常に豊富です。つながりもあり
ますし、公募もしますが、組合員の中に資
格や公能力を持った方が多くいます。
　あと、組合内部用ですが、資格取得講座
のような研修が組まれています。たとえば
食育講座（数万円かかります）を募集して、
修了生たちが先生になったりします。「す
まいる」は、保育の人たちを募集して、研
修をたくさん組んで、生協内部ではその研
修を受けると保育活動ができることになっ
ています。「コープゆめカレッジ」や「さ
ぽねっと」は、カルチャー講座的なものが
多いですが、もともと持っている技術や特
技を活かして先生になってもらうというか
たちです。
　私たちとしては、組合員活動だけに埋も
れてしまうのではなく、ここで培ったもの
を地域に還元してほしいという思いがある
ので、ぜひ地域で活躍してほしいと思って
います。
　LPA（ライフ・プラン・アドバイザー）
など、生協内で勉強したことも活かすこと
ができると思います。組合員活動だけでは
おしい取り組みもあります。

地域と生協をつなぐ

【中川】研修を受けて LPA の講座を自分
で運営する力が身につく。そういう講座な
どは、生協活動の一環という枠組みを超え
て、しかし背後に生協という組織を置いて、
その外部に、地域に、自分の力量を持って
出て行くという流れがつくれるのでしょう
か。
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【吉中】つくりたいと思っています。ただ、
いまはそういう展開の途上ですので、まず
は地域コミュニティともっとつながってい
きたいと考えています。
　その糸口のひとつとしてあるのは「セカ
ンドリーグ神奈川」と「すまいる」です。
「NPO法人セカンドリーグ神奈川」は中間
支援組織として、生協の事業体ではなく、
外部の NPO としてつくりました。「すま
いる」は組合員向けに集団一時保育をやっ
ている人たちですが、地域にも保育のニー
ズがすごくあるので、そのニーズを「セカ
ンドリーグ神奈川」で受けて、「すまいる」
から個人として「セカンドリーグ神奈川」
に登録してもらい、そちらの外部に派遣す
るというやり方をしています。これはたぶ
ん食育でも LPAでも応用できると思いま
す。
　ただ、いまは「セカンドリーグ神奈川」
自体が子育て支援を中心に取り組むことに
なっているので、保育しかやっていないわ
けです。

【中川】「セカンドリーグ神奈川」は、いわ
ばそこにある多様なニーズと、その実現を
支援する人や団体との仲立ちをしているわ
けですね。子育て以外でも、「セカンドリー
グ神奈川」は対応できるわけですね。

【吉中】そうですね。自分たちで全部やり
きらなくても、地域のNPOと一緒に…。　
例えば、コミュニティ・ビジネスのなかで
も、地域でコミュニティ・カフェという身
近な集まりをやっているところがあるの
で、そこの支援をしていますが、たとえば
そこで食育講座を開くことになった場合
に、講師を紹介できたり、保育が必要であ
れば保育を提供したりします。
　市民活動はいろいろありますが、当組合

は年間 400 万円の助成をしていて、それに
エントリーしてきた団体がこれまで百数十
あります。とはいえ、ガッチリ組んでいる
わけではなく、お金を出しているというこ
とで、相談を受ければ力になるときもあり
ますが、そういう人たちとも情報交換をし
ながら進めていけば広がるだろうと考えて
います。
　「セカンドリーグ神奈川」は、生協の外
にあるものなので、どことつながっても問
題はありません。学校からは食育講座の依
頼があったりします。いままでは組織の内
部で受けていましたが、「セカンドリーグ
神奈川」のほうが力を持つようになれば、
そこが窓口になって、生協とのつなぎ役を
してくれるというかたちです。
　生協が全部からむ必要もないんですね。
うちと関係なく、NPOと市民活動を「セ
カンドリーグ神奈川」が結んでもいいし、
行政と地域活動を結んでもいい。

自立した組合員の
声は聞こえるけれど…

【中川】総代会の議案書などでは、「自立し
た個人」「協同」「活動組合員」がキーワー
ドとして出てきますが、「自立した個人」
としての組合員を、どういうかたちで捉え
ておられるのでしょうか。

【吉中】発案だけして職員さんにおまかせ
するかたちでは、自立にはならないと思い
ます。自分が発案したことには責任を取る。
ちゃんと完結できるように、企画から報告
まで全部やれる。そういうイメージです。
この言葉には、それだけではなく、けっこ
う深い意味があるかなと思いますが（笑）。
予算づくりもやります。日本生協連でリー
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ダーづくり研究会が開かれていて、当組合
の理事が参加していますが、うちのような
スタイルでやっている生協はかなり少ない
らしく、特に関東方面はほとんど職員さん
やそれに準ずる役割を持った人が関わって
いるようです。当組合では、エリア経営会
議中心にやっている組合員が毎月 200 人ぐ
らい活動しています。他の参加はもっと多
いのですが、参画のほうは 200 人ぐらいな
ので、他生協に比べると人数はとても少な
いかもしれません。ただ、深くするのか、
浅く広げるのか、どっちがいいのかはいま
が判断の時かもしれませんが、私たちは「自
立した組合員」というところで考えていま
す。

【中川】たくさん集まることも大事だけど、
むしろ自分たちで自分たちの課題をちゃん
と見据えながら動ける組合員、というよう
なイメージでしょうか。

【吉中】そうですね。ただし、「それだけで
はいけないよね」という一方の課題もある
ので、「地域コミュニティ政策」をつくり
ました。「もっと小さな単位の、もっと気
軽な活動を広げて、組合員の声を集めなけ
ればいけないね」ということも含まれてい
るわけです。
　例えば、２～３人の組合員が集まって、
組合員ではない人にも来てもらい、生協商
品の試食をしながら、「地域の困っている
ことはありますか？」とか聞くという座談
会みたいなことを、中学校区に 1カ所ぐら
い、たくさんやっていきましょうというこ
とです。これは仲間を集めてパルシステム
の商品を試食する「フレンドリーパーティ」
がもとになっていますが、それがいまあま
り機能していないのでもう一度位置づけ直
していきます。まだ名前は決まっていませ

んが、地区会みたいなかたちです。

地域に視線を戻して

【中川】自立した組合員に視線を合わせ、
個別参加型の参加のかたちをつくりあげ、
広げてきたわけですが、「地域コミュニティ
政策」にみるように、その視線をもう一度、
地域に戻そうとしたきっかけや理由は？

【吉中】地域コミュニティへの問題意識は
かなり以前からあったと思いますが、事業
が２ケタ成長だった 90 年代に比べると、
事業も頭打ちになって、ここ３年ぐらいは
かなり厳しい状況だという事実があって、
実際にこの地域コミュニティ政策をまとめ
たのは、昨年１年間の論議を経て、今年５
月でした。活動面の課題もあったけれども、
やっぱり事業面で成長を続けるには地域貢
献をしなければだめだという認識がありま
す。生協が生協であるべき意味がなければ
淘汰されてしまうので、地域課題を住民と
一緒に取り組んでいかないとだめだと思い
ます。
　それに、やはり声を聞ける数の問題があ
ります。地域の主体が組合員なので、「地
区くらぶ」も３人からできるし、「課題チー
ム」もつくれますし、なんとか地域の小人
数の集まりを増やそうと一所懸命やってき
ましたが、そんなに広がっていないのです。
「28 万人の組合員に対してそれでは、あま
りにも声が限られているよね」というのが
課題としてずっとありました。他にも参加
できる機会はありましたが、それは機能し
ませんでした。そこで覚悟を決めて、地区
会は元配送担当が関わったり、別のコー
ディネーターや職員さんを配置して、意見
を聞くような会がどんどん開けるようにす
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ることで状況を突破しようと考えたわけです。

【中川】そうすると、何らかの地域的なつ
ながりをつくることになりますが、どうい
うつながりとしてイメージされているので
しょうか。

【吉中】詳細な計画はこれからですが、私
のイメージは、配送担当者が「今度○○公
民館で地区会をやるから来ませんか」と声
かけをして、１日の配送ポイント（約 70
カ所）のなかで３人ぐらいの人が「その日
ヒマだから、行ってみるわね」と返事して
くれれば、配送担当者と地域の職員が行っ
て、お話をするとか、「年に何回かやりま
しょうか」という話になれば、年に何回か
やるとか、そういうように思っています。　
いままでの私たちの発想では、どうしても
「その後、活動組合員につなげなければい
けない。その人たちは、ただの参加者では
なくて、いずれは運営する側の人になるん
だ」と考えていましたが、それをやりだす
と、煩わしく思う人たちもいるので、そこ
を切り離して、ただひたすら「ここは楽し
い。生協でお話しすると、何かいいこと
あるね」みたいな会にしたいと思ってい
ます。
　大きな幹は「地区会」と「ネットワーク
協議会」です。この２つが従来と違う、新
しく入ったものです。「セカンドリーグ神
奈川」のところでお話ししたように、地域
には環境や食育など、課題別のいろいろな
団体があって、特に市民活動の団体は支援
しただけになっているところがあります。
そのような団体とも連携しながら、たとえ
ば福祉分野では市社協の人がいて、福祉行
政の担当官がいて、うちの福祉事業の職員
がいて、福祉を推進している組合員がいて、
「ここで協議会をつくりましょう」という

ふうに地域の課題をそこで共有しながら解
決に向けた協議、内と外をつなぐ役割を担
う。ここは、何かの活動をするわけではな
いかもしれないけれども、協議会として何
かつないでいきたい。

【中川】個々の組合員さんと、生協と、そ
の外のさまざまな組織や活動をつないでい
くということですね。パルシステム神奈川
ゆめコープは「セカンドリーグ神奈川」で
ネットにつなぐ実績があるから、「ネット
ワーク協議会」も動くのではありませんか。

【吉中】そう思っています。政策をつくっ
ただけでは仕方がないので、やるつもりで
はいます。たとえば防災のように、これま
での実績をもって具体的にやりやすいとこ
ろは、すぐにでも行政や地域の自治会など
と一緒にやっていけるのではないかと思う
ので、できるところからやっていきたいで
すね。

【中川】高齢者が地域で暮らし続けるのが
難しくなっていますが、見守りなど、個配
の配送担当の見守り活動は有効でしょう
ね。その辺で社協などとの連携が出てくる
とおもしろいですね。活動組合員さんは、
これからも地域で世話役的な活動をされる
のでしょうが、そうではない人たちにとっ
ての、地域とかかわる仕掛けについては、
どうでしょうか。まずは地域に居場所があ
ればいいということですか。
　その際、いくつかの生協の「おしゃべり
パーティ」は、生協商品の無償提供をやっ
ていて、組合員のみならず、周辺の人をつ
れてきてもいいことになっています。地区
会の場合、試食品の提供はするのですか。

【吉中】イメージは同じです。まだ計画を
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つくっている最中なので、具体的なことは
ありませんが、要は、その場所にゆめコー
プの活動がなければいけないとなると、ど
ういうかたちがあるのか、という逆転の発
想です。だから、居場所も、なくてはなら
ないもののひとつとしてあると思います。
テーマとしては７つ（①食②農③福祉④子
育て⑤環境⑥生活⑦平和・国際活動）を挙
げていますが、いろいろな活動のなかで、
「地域でその活動がなければいけないよう
な計画を立てましょう」というかたちで立
てている最中です。だから、地域にいろい
ろな人の居場所があるというのは、ひとつ
のかたちかなと思います。その地域で必要
とされるような活動をしようという発想で
すね。こちらから「こんな活動をしましょ
う」と押しつけるのではなく、地域から求
められる活動をするにはどうしたらいいか
ということで、いまそれぞれのところで計
画を立てているわけです。

【中川】そういう視点の逆転は理解できま
すが、逆転した視点でやっていくためには、
地域のくらし、女性の家族やくらしがどう
なっていて、何が要求としてその地域にあ
るのかということを掘り起こす作業が必要
になります。

【吉中】そのために人材育成をしていきま
しょう、ということです。いま計画立て
を懸命にやっているところです。いまま
で、そうしたニーズを把握するための調査
は、どちらかといえば中央でやってきまし
たが、最終的に地域の配送担当者がつかめ
るぐらいになるにはどういう教育や育成課
程が必要かということになります。せめて
センター長がエリアのことをもっとわから
ないといけない、というのがあります。エ
リア経営会議に入りながらも、やっぱり事

業中心なので、地域のことはそれほどわか
らないんですね。一部には、防災協定で地
域とつながっているセンターや、自治会等
と仲良くやっているセンターもあります
が、そういうところばかりではないので。
もうひとつは、圧倒的に地域を知っている
のはこうした地域で活動している人たちな
ので、その人たちとのコミュニケーション
を通して地域の課題を知るということです
ね。そのなかで環境活動をしている人たち
などとつながり始めているので。
　この方々とのネットワークづくりが地域
コミュニティのひとつの柱になります。「何
がなんでも自分たちだけでやる」という話
ではなくて、こういう地域で活動している
方とネットワークをつくりながら地域の課
題を解決していこう。そのために求められ
るゆめコープであるにはどういう活動が必
要か、ということです。

【中川】そういう方々の地域活動のなかへ
ワン・オブ・ゼムとして生協が入り込んで
いくわけですね。ワン・オブ・ゼムでとど
まるのですか、それとも、一定のリーダー
シップを発揮して、こういう方々の活動を
地域のネットワーク化するところまでめざ
すのですか。放っておいたら、それぞれが
バラバラにやるようなことになりがちです
が。

【吉中】目指したいですね。例えば、地域
の見守り活動では、ネットワーク化できる
かどうかに関係なく、配送中に家の中で動
けなくなっている人を発見して連絡した
り、具合の悪い人を助けるなど、いろいろ
な事例があるので、行政や地域の保健福祉
課から「報告に来てください」と言われて、
職員が行っています。行政の方ともかなり
連携がとれるようになっていて、その場に
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は地域包括支援センターも出ていたりする
ので、ネットワーク化のきっかけとしては
かなり大きいと思います。まだまだ一員で
すが、何かあれば生協がつなぐようなこと
はできています。

【中川】地域包括支援センターとの連携は
面白いですね。連携まではいかなくても、
結びつきを持ちながら活動ができるような
事例があるといいですね。

【吉中】パルシステム神奈川ゆめコープは、
福祉事業の事業所を何カ所か持って、居宅
介護支援事業やデイサービスをやっていま
すので、そこからの地域包括支援センター
とのつながりもありますが、意外に地域の
見守り活動のほうからのつながりができて
います。個々の職員さんが、いままでポツ
ンと組織内でやってきた見守り活動が外部
と結びついていったんだと思います。

利便追求型の組合員への対応

【中川】個配は、利便性でかなり伸びてい
るという側面があります。個配世代の方が、
これからの地域を視野に入れて、ゆるやか
なつながりを育てていく。そういうセンス
が伝わるかどうか、少し心配ですが。

【吉中】それは総代会などでも強く感じる
ところです。でも、ちょうどいい機会に国
際協同組合年があったり、消費者教育基本
法ができたり、自分たちを振り返る機会が
いろいろありました。やはり生協は人材育
成の場なので、最初はみんな、興味もなけ
れば、面倒くさいことも嫌いだし、利便性
を求めるけれども、だんだんと変わってく
るのではないかという希望はありますね。

参画することで感じられることもあると思
うので、商品の改善プロセスに関われるよ
うな場面をたくさんつくったり、アンケー
トで自分の意見反映がされたことで自分の
存在価値を確認できたり、産地交流や商品
交流など、ありとあらゆるところでそうい
う場面をつくることが大切だと思います。

男性のリタイア層の参加

【中川】今後、男性のリタイア層が増えて
きます。ゆめコープの加入は、家族単位で
すか。

【吉中】家族単位です。奥さん・お母さん
が多いけれども、最近は総代さんもリタイ
アした男性がかなり多くなっています。そ
ういう方は、いろいろなことをご存じなの
で、盛んに意見をくださいます。リタイア
層にどう参加していただくかは、これから
の地域の大きな課題です。
　ただ、「セカンドリーグ」は、いまは子
育て支援に特化していますが、「コミュニ
ティ・カフェ」のようなかたちで起業支援
もやっているので、そういうところに男性
が集まって、たとえば「お蕎麦屋さんをカ
フェみたいな感じでやろうよ」というふう
になれば、それを応援することはできると
思います。
　意見を述べたりする場としては地区会な
どが受け皿になればと思います。実際、そ
ういう課題で活動している市民団体も多い
ですよ。高齢の、特に男性向けに、カフェ
のような居場所づくりですね。ただ、資金
的な問題もあって、なかなか継続できない。
特にカフェなどは、なかなか継続できない
というのが課題のひとつですね。
　　県も、「新しい公共」という考え方が
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出たときに、そういう研究をいろいろされ
ていて、応援をしようという課題は持って
います。

【中川】お話をまとめますと、パルシステ
ム神奈川ゆめコープは、「個人対応　暮ら
し課題解決」を掲げて、共同購入から個配
にシフトし、組合員と生協を 1対１の関係
としているわけですよね。これは自立的で
行動的な組合員さんにはとても魅力的だと
思います。活動グループだけでなく、事業
にかかわる機会もあるわけですから。他方、
仕事の都合や班の煩わしさもあってなかな
か参加の輪には出てこない人のことはわか
りずらい。この人たちの声・ニーズを拾い
あげ、応えていくにはどうするかが、ずっ

とパルシステム神奈川ゆめコープの課題と
してあった。これから高齢世帯も増えます。
というところで、今一度、地域での暮らし
やつながりを見直し、「行ってみようか」
と思える場を地域に作り出し、人とニーズ
をつないでいこうとしているように思いま
す。その意味で、興味深いのは「セカンド
リーグ神奈川」です。個々では持ち切れな
いニーズを、生協内外をネットワーク化し
て、課題解決しちゃおう、というところで
す。横文字でかっこいいですが、中身は、「生
協しまね」の「おたがいさま」に似ている
ようですね。「地域コミュニティ政策」が、
今後どのような具体的な道を歩むのか、楽
しみです。

パルシステム神奈川ゆめコープ「地域コミュニティ政策」より抜粋


